
「野薔薇」を産む苦しみ（其一）

吉田藤吉

作詩以前

人が此非凡な憲と人物とを，方面の興るにつれて

異る色を放つ，多面的なダイヤモソドに誓えるの

は，至常である・それ故に，彼が境遇の異るにっれ，
1）
又人の興るに射して興っていた．

人は絶えず，私を運命の寵鬼のように，質めたゝ

える，しかし，それは畢境するに労苦と努力以外の

何ものでもなかった・そして恐らく我が七十五年を

通して，虞の漿しみを一ケ月とは有たなかった，と
2）
私は言えるだろう・

人がその生活の危機に於いて病になることの

あるのは，決して稀なことではない，その場合

病はその危機の身体的な現れである・蓋し体は

精神の，而て精神と有機的な達がりにある容器

であり，従って，人は生活の絶望や内部的な破

綻に瀕する時，卒生に於けるよりも，病になり

易いのである・「多くの小説に於いて，危機に

立っ主人公が突戯病になると言うことは決して

詩人の発明ではなし．・・それは，縫れを解きほぐ

すために，任意に追出されるようなdellseX

Inaehillaではなくて正しい観象である・

しかし，他の意味に於いて「病は危棒の結果

ではなくて，反対に危機の元凶である．」この

場合病は，他の苦難と同じように，人をして他

への顧慮が正しさを失い，或は巨になる程に，

自己のみにっいて強く意識配慮せしめっゝ，自

己保存本能や，利己的衝動を醒めしめる・而し

て，其人の未だ真実とならざる借物の知識や，

似而非的道学の仮面を剥ぎ，不確信にし，泣虫

にする．

嘗てグレーチへンとの・子供らしい失恋に身

心共に痛手を貴うたように，またしてもライブ

チッヒの学生生活にあって，学問，文芸，社

交，恋愛に行づまって，絶望と破綻とに瀕した

蒲柳の若きェロス・ゲーテが，胸の柄に胃され

っゝ愛人，ケーチへン，と己とを衝動的な嫉妬

と猥疑と我健と拉事とで苦しめたことはぁ当時′

の彼の友べーリブシュ宛書簡に訴えられ，戯曲ツ

「恋する著のむら気」や「同罪者」に懴悔せら

れ，自叙伝「詩と真実」に骨白せられたところ

である・うながし

喜入は，たとえ暗黒の街迫の中にあっても正しい
12）
遺．を蛇慶承知しているものだ・

KrankseiIlは1eid細を意味する，biden

はPassivseiIlの詞である，病人はわけても弱者

となり，活動を抑制せられ，無力となり，他者

の助けと導きとに委ねられ，此世に対しPa∬iv

一Seinたることを明にせられる・

自らの恋のむら気に病み，「弱き者の名」を

ば己が若き姿に認めざるを得なかったゲーテは

やるせない己がPasSiヽアSeillをべ一リブシュに

かこち，叉学友蓮の探情に看とられ，その厚い

世話に遣られて帰郷し，父のきびしい注意や，

母の慈愛ある輿手と，練達の医師メッツの秘薬

と，殊に「肉体よりも寧ろ魂に於いて患うよう

に見える病児」として，敬度なる「美しき魂」

クレブテンベルグ嬢の導きとに委ねられなけれ

ばならなかった・

LcideIlはSchlⅠ1C1・Zhabellの請である，劇

しい痛みは，非常な不快と大きな不安とを伴

う，．それは一memelltomoriであり，生命のリ

ズムの中編の思いである．それは，人生に按ず

る宿命として，自然への没落のよゲこ，存在の

営みに終止符を思い置かしめ，夏の「薄明の夜」

の大宅のように，却って人の霊を永遠なるもの

に向って醒まし，活かしめる・
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岩手大挙畢蕃畢部研究年報 夢3巷（1951）弟1部  

に如何なる影響を及ぼしたかは，私にはよく解  

ります．宗教に対する愛と許虚，福音書に対す  

る好感，かの言真に対する敬妓など，要する  

に，あなたのなし得た凡てのことが，私にはよ  

：；5J く解ります．」「ペテロは私達のような男でし  
た．岬若し彼にして，イエスにほ天と地と落  

とを支配する力があるのだ，と確く信じていた  

ら，彼も足を浦さずに海の上を歩い 

でしよう∴疑惑の念が彼を沈めてしまったので  

す．⊥－一途に救壬ほ私を捉えました・私は，彼  

に対して，余りにも久しく，余りにも迅く走つ  

ていました．彼は，私の髪の毛を掴んで，私を  

：ミIi） 捉えたのです．」此「救主が私を捉えた・」と  
言う経験こそは，ゲーテの内面的生活に於ける  

真剣な直接経験であり重大な根本経験であつ  

た．此経験の瞬間の後にこそ始めて言菓が彼の  

3了） 所謂ta′r たり得る？であり，此後に於いて彼  
が－・一潔癖な啓示圭養の立場から，或は芸術に  

対する狭景な教説，人生の完き堕罪を主張する  

説数等への不満から一宏きファウストのよう  
38、  

に教会の信仰から離れ迷うかに見えても，彼の  

自覚の奥に於いてほ，神の手操る手綱からは離 39）  

れきってしまうことが不可能になるのである・   

結核や痛風のような慢性の病にある人は，特  

殊な立場に置かれる．即ち彼の生活は，其病の  

もeidellによって，限定せられつゝ継続する■  

彼は此限定を，所与の大きさに於いて，生活に  

算入しなければならない．即ち彼は，彼の病と  

結びつゝ闘わなければならない．それは，彼の  

塞が強いか．或ほ其病にもー応安じて生活する  

か，或は其病魔が勝を刺するか，と言うような  

忍従執拗な蹄である，かくて慢性の病は，人の  

生活に強く影響しつゝ，其人のスタイルを規定  

する．結核や痛風や，ヒコメンテリーの病人  

が，屡々美しい文芸に於いて示されるような特  

殊なタイプをあらわに有っているのは，此理由 朝I）  

に基くのである．   

エロス・ゲーテのteidenに於ける病も，彼  
41）  

の向上と浄化につれて，次第に勢を減じつゝも  

彼の霊とデーモンとの相克に於ける重大な危機  

に屡々台東して，彼のデモーエツシュな衝迫に  

I．t？idenは更に erduldeIl又はJertragenの  

甜である．それほ，人間の罪に対して課せられ  

たものとしての罰の耐え忍ふべきことを意味す  

る．即ち もei（ien ほ罪に対する傲悔と墳罪を  

意味し，敬虔に体験することに於いて，却って  

浄化となり，救いとなり，恩恵となる．かく  

て，もeiderlは，恩恵に満ちた友として，人の  

霊を根源的に実美清新ならしめ「世界を奥の奥  

要4） で統べているもの」の子となし，それを担うも  
のとなすのである．   

ライブチッヒに於ける行せづま、りと破綻とに  

よる若きゲーテの病は，言はば本源に即せず，  

内実の伴わぬ早熟に対する自然のきびしい罰と  
25）  

して，彼の精神をば根底から嘉穂した．′「それ  

は，彼の不確信を日日k増して－彼の考えを  

完全に一変すべきことを強い－一従来彼の愛し  

善しとしていた凡てのものの放尭を求めたので  
望6）  

ある．」既にP乱SSivseiIlとしての彼ほ是を最  

早素直に受けて，彼の，少年時代からの優れた  

ものとして携えた作品や日記やその他一切の書  

き物を，二回にも亙って，自ら火刑に処した程  
彗7J  

に，過去を清算し，又嘗て彼との交際を，彼の  

儀優に煩わされて，避けていた信仰薙い学友達  

が，凡てを忘れて病める彼を看護してくれた沈  
が）  

構に，彼の頑な心ほ，解きほぐされざるを得な  

かった．・当時ケーチへン宛にも彼ほ「ライブチ  

ッヒ時代に犯した非のために，今罰せられてい  
2や）  

るのだとは，仰せの通りです．」と語った程に  

心裏いだのである．もeideIlほ遜に浄化となり  
38）  

つゝあった．彼の幼少の折のリスボンの大震災  

に対する傷心は，未だ対岸の火災に対する幼い  

裳撼を多く出なかったとしても，今や．「難波し  

31）132 た者のように」帰郷して，自ら「悲しむ者」は  
将に「慰められん」とする着であった．即ち彼  

の心はクレツテンペルグ嬢の導きによって，増  
γガペ 33〉  

々，神の愛に慰めらる べきを感じたのである．  

叉彼を再度の重患から救った医師メッツの秘薬  

にこもる奇蹟にも，彼の魂は素直にひらかれた  

84） のである，此頃のゲーテが如何に雁対者の愛に  
醒めていたかを，彼ほ学友ラングル宛書簡に次  

のように語っている．「あなたの敦鋭が私の心  
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「野畜薇」を産む苦しみ（英一）（書取）  

律学の学位を獲度いと思います．其処からバリ  

ーへ進みます．巴曳から－それほ神ぞ知り給  
47）  

う．」と書いている．   

それにしても もeideIlほ余りにも速に忘れ  

勝ちにも見える．  

「野薔薇」の錯綜  

一行といえども彼の経験しなかったものはない   

が，一行といえども彼の経鹸のままではない，ゼー  
4S）   

ゼyノ、イムの物語についても同株である．   

歌姿の単純素朴なるにも杓はらず，既に五十  

49） 以上の曲譜に移され，殊にウェルナーによって  
餅））  

有名なメロデーを附され，シューベルトによつ  

て特徴的な調子を与えられて，人口に愛謡せら  

れ，人心を嘆息せしめる小曲「野藩政」をゲー  

テが自作として公にしたのほ，一七八九年の彼  

の詩集に於いてであった．然るに形式と内容に  

於いて此「野義政」に全く似ている無名の辞を  
51）  

辞諒として，ヘルダーが既に一セ七三年，ゲー  

テの「野薔薇」の発表に先立つこと十六年上彼  

の著書“Briefwechsclilber Ossi壬In uI】d die  

もieder alter V61ker，，に彼の民謡諭の一例に  

あげて「是ほドイツの古い童謡であるよし」と  

前提して，第五行に 

った」と註を附し，「これほ童謡であろうか」   

と疑を載せて公にしている．更に是の優に訂正   

したものを「野中の薔汲」と題して，一セセ九  

年彼の民謡集第二部に革戟した・却こゲーテの  

「野蓄薇」とヘルダーの評詩「野中の薔薇」及  

び其訂正「野中の薔薇」を比較のた捌こ示せば  

（相違点に下線を引く）  

HeidenrそisleiilGoethes  

Sah ein kIlab ei‡1R6slein Stehl］  

R6ぎ1eiIlallf der H：eidel〕，   

Ⅵねr snJ11Ⅰ】gul】d morgeI】Se址叫   

IJief pr sehIlぐ11，eSIlah zusehll，  

S乱b，s】幻it vieleIlf’reudeIl．  

R6sleil－，R6sleil－，R6sleiIlrOt，  

R鮎1eiI18uf der，Hei（】eI】！  

K王1abe spracb：Ich breehe dicb．  

不思議な警告をなす時，人が意外とする程に・  

彼が敢然として此警骨に聴いたことは，一つの  

看過し得ざる現象であらう・   

病が其頂上を遮え，恢癒が近づき，病人が恢  

復期患者となると，彼にとっては，嘗ての病中  

の苦痛を償うて余りあるような美しい時期が恵  

まれ始まる．亜と生の喜びとの美しい表徴であ  

る春と荏とは，今こそ病癒えた彼の窓辺に相応  

しいものとなる．彼は生命の此世に於ける新な  

リズムに醒める．その初め，余りにも惨めに見  

えた生命，やがて病中何物忙も勝って普く感ぜ  

られた生命が，今や再び彼に日日清新な気力と  

なって贈られる．病中禁ぜられていた故にも望  

ましく思われたことが除々に許されて，鰊習す  

る歩行の一歩一歩も幼児に於けるような喜びで  

ある．自然の光うららかに描き出された世卿こ  

比べてほ，最早病室，其処で相当茶痛を嘗めた 亜）  

場所は，彼に厭しくなるのである・健康である  
ことを余りにも自明のこととして嘗ては足下に  

踏みにじりもしたものを；今や Kでallkseinが  

何を意味し，健康の価値の何たるかを，彼は深  

く体験して，新に発見した世界に飛壊せんと望  

48 み，或ほ夏めて人々の社会に彼に相応しい気力  
44） で活動せんと患う．このことは，多くの人々に  
於けるようにゲーテにもそうであった・   

－セセ○年一月二三日柄癒えたゲーテほ，新   

しい春の希望をば乗せて，かのケーチヘン宛に  

次のように書いている．「私が穏やかに生活し   

ていること，これが私について中上ける一切で  

す．女の子などは一切私の演の中にほありませ   

んから，清濁で，健康で，勤勉です－∴・戯し  

万事をよく考えると，私ほとうとうフランクフ   

ルトに飽きたようです．－－⊥私ほ三月の未にほ   

バトラスブルグに行きます．」叉自叙伝にも「春   

になると私ほ健康の恢復を感じた・それにも増   

して，私ほ自分の青春の元気の再び蘇って来る   

のを感じた，そして私は父の家から出たいと言  
46）   

う憧れを覚えた．」と語っている，二月六日に   

はクリスチアン●コツIラリーいヘルマン宛に   

も「三月の未頃，度に飛翔を試みようと思いま   

す∴最初ほ，ストラスプルクへ行き，其処で法  
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岩手大挙畢奉学部研究年報 弟3巷（1951）第1部  

E弓組h ein knab，ei11R6Slein st．eh  

R6sleiI】allfむrIIei（le－1，  

Sall．PSll・ar SO friscb ull（】seb6n，  

auf der Heiden！  

5praChIcl】SteCl】e dicll，  

ビWlg（ieIlkst a11】nic‡】，  

l  

R6き1ein，R6sleillr（汁，  

a11f der Heiden．  

R6sleiII  

R6slein  

DilSS（l11  

Un（】i（ごi  

R6sleiIl，  

R6slei11  

UIl（】sta‡l（1h戸拍照e11f、re11deIl：  

R6Sleih，R6sleill，R6sleillrOth，  

R6sleil＝いIf der且eide11！  

Ⅰ）げk11abe叩raeI】‡cb：”brechediell！  

RそぅSleillauf der‡ieidelりり  

Rか1ei¶Sけ摘Ch：”Ich steeムe diebI  

Dassdu ewigde11ks七郎1mick，  

Dassich，s nicht willlei（1eI）．＝  

R651eiu，R6SleiI】，R6Sleinro止I  

R6Sleilla11f derIlei（leI－．  

D（）Ch der wildeknabe brach  

Das R6sleitlauf der王1eideIl；  

Rか1eiIlllehrte sic王1ulldstach，  

Aber eT YergaSS（laじaCh  

UIld（lerll・il（le kll王Ibe bracI】  

’s R6slei11a11f der Hei（leIl；  

R軸1eiTlll・ehTte Sid＝1Ild staeh，  

Halfihm d（〉Ch kciIIWeh und Ach，  

lnuSSt，es ebeIlleiden．  

R6slein，R6sleiIl，R6sleillrOt，  

R6sleiIlauf der‡IcidQn．  

FabelliedelleIlVO‡1R6さIeiIlatlf der   

Heiden（1773）   

Essah eiIlkIlab，eiIl恥sleiIIStd川，  

EiIIR6slein auf der Heidell．  

Er sa．h．esⅥ・ar SO friseh  11Ild se土lモin，  Heim Gel）uFS（ias LeideIユ．  

Und blieb責telm，eS aIIZllSeh）．  

UIld sta．もdiIIS亀瑚IIFTe11den．  

R6sleill，R6SleiI】，R6Slein ro七h，  

R6SleiIlalげder Hei（1eIl．  

ヘルダーほ彼の以上の詩を民謡として発表し  
こ己＼  

たのであるが，然し，ドゥングルの主張すると  

ころによれば，民謡集の著名な発行者蓮は何れ  

も，以上のヘルダーの発表したものを，嘗て民  

謡として採録していない．即ち民謡として認め  

ていないのである．叉何処にも是が実際に民謡  

として歌われたることを聞かない・但しスlラ  
531  

スブルグ大学図書にある－六○ニ年発行の  

”Liedcrbuch Pauls voD der Aelst〃に＝Sie  

bliihet wie eiIIR6sleinり と云う行を第一節に  

含み”工）er die R6Slein wird brechen ab，  

R6sleillauf der HeideTl，I）as wird wohltun  

ein jlⅢger】乙aめ．”と云う三行を第二節に有  

ち且つ目につくのほ各節に”R酢1eiIla11f de－  

Heiden“と言う折返しを有っていて恰も  

”R6sleillaufdieHeidein“との関係をば暗示  

するような次の民謡が載っている，とのことで  

ある．（下線は暗示の個所を示す）   

＿130 －   

R6slei山，R6sleirl．R6sleillrOth，  

R6slein．auf（ler Heid印！   

Der k－】abespracム：“lcムbrecムe dicI＝  

罰6sleiIlalげder HeideIりり  

D孔SRか1eillSpraeh：”Iehsteeムe dieh，  

pass du e、VigdeIl七staIlmich，  

Dassi（Jh，s nieもt willleiden．り  

R6slein，R6sleiT），R6s］eiIlrOth，  

R6slei11a11f der Heil】en．  

Doch（Jedpoe量1）der wilde kIlabe braek  

Das R齢1eiIla11fder HeideIl；  

R6sleillWehrtesichuIldstach，  

Aber er ver卵SS darIlaeb  

Beim Genuss das LeideIl．  

R6slein，R6sIci上1R6sleiIlrOth，  

R6sleirlauf derIIeiden．  

R6SleiIla”f derlIeiden（1779）  



「野薔政」を産む苦しみ（其一）（吉田）  

Sicglcicht wbhleilJe工IRoseIIStOCk，  

Drumgliebt siemirim Hcrzeコ，  

Si（，t噌gt allelleillen rOteIIRoek，  

Ka口頭Cht短，fre11udlig scムerzeIl，  

Sie bliihetll・ie eiIIR6sleill，  

Dieweilich hab（】a白～LelleIl－il111；  

GedelJk an mich wieich血dich，  

R6sleiIlよ11f derI‡eideIl！   

Beut mir her dei‡lelrrOもeIl・加工11nd，  

R6slei11a11f der Hぐid（m；  I）ieIミAckleiLIWie dasmiindelein；  

Liebstdumich．＄01iebichdich，  

R6sleiIlauf der Heideコ！  

EirlKllSS giblnir aus Herzensgr11tld，  

So steht nユeiIIHerziIlf▼reこ11deIり  

Behiit dich Gott zu jeder’Zeit，  

A11st11Tld uIldⅥ・ic es sichbegし、it， 

Ⅹ鮎S－血＝1ユich，SO S亀戸SicIldieh，  

R61eiIla11f der HeideIl！  

I）er die R6slein wird brechen ab，  

R6sleiI】auf dぐr HeideIl，  

Das wird、、・ohlt11IleinJungerkanb，  

Ziiehtig，岨d bescムeide‡1，  

So stehIldie Stel】glpil］aueh alleiI】，  

Derlieb Gottl代issll・oillⅥ・enidlmein：  

Sieist so grecht voIlgutem Geschlecht，  

VollEhreI】hoc土IgeboreIl．  

WaIlIlmich das rI・agdlei11Ilit mehr will，  

R6sleiIlauf der二托ei（】eIユ，  

Werist der u‡】S di（】S Licdlein macht，  

R6SleiIla．11f－】占r HeideIl？  

Dashat getaI］einJllnger王iacht，  

AIs er voIlihrlILo11t scheideIl；  

Z11tallSelld h皿dert gIlter知eht  

Hat er（iasI．iedleiI】Ⅵohlge叩河鴫  

Behut sie Gott ohIla11eIISrx｝tt，  

R6弓Ieil】a11仁山汀ⅠIeiden！  SolVillic土】1l・eicbeIliIlder Still  

UIldmich voIlihr tum scheideIl，  

SoITillicilSie aueムfalll・eIllaコ  

UI】d willeiIlaIldercIlehm倶1all，  

革iIlh亀bscI妃SCh6nJullgfra11e，  

ふり  
ウーランドも又ざかnberger tieders乱mInlul唱  

voIl1586 で以上の民謡の異作の第三節だけを  

発見したゝと云′う．それは  

Will11IIS（las Tnai（ieleiIlIlil筆meT hall，  

Rot R6sleiIla11f der Heid餌1，  

Sol＼・611tきIIWirsIllir錆hre工11a11，  

EiJl，al▲（iersll・011eu wirIlehmeIla・n，  

EiIISCh6ucS，einJungeS，ein reiches，ein  

froⅢlneS，  

NacI】a（leligen Sittell．  

，  

ウーランドほ，是に「両地において一つの古 55）  

い民謡が基本になったらしい．」と註を附して  

いる．それにしても，霹詩「野中の蓄薇」に似  

た民謡は，矢張り何処にも見出されない．と言  

56）   う主張は定肯せられざるを得まい．かくて其等  
は民謡ではなくて，創作歌謡であると言われて  

いる．   
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R6sleiIl飢If der HeideIL  

Das R6sleiIldas mir wer（ielln．11SS，  

R6sleil）＆uf der Heidc13，  

Das h乱t miI－treten auf det】Fu5S  

Undgschahmir dochnichtI」eide，  

Sie gliebetrnirim Herz（てn WOhl，  

ⅠIIEhrenich sieliebeIISOll，  

Beschert Cott Gliick，gehtsIlicht zuriick  

R6sleiIlallf der HeideI】．  

Behiit dich Gott，mein herzigcs fIerz，  

RそiSleiIl飢If der Heide‡1！  

Esist f隠rwahrmit mir kt・illScherz，  

Ie土Ikal】n niebtはuger beiteIユ，  

Dl11こOm】℃St mir nie量1七郎1S meinem Sinn，  
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DieHoffnuLlg SiisSer Bliite．   

DeIln bald，aChbaldverwelket sie・   

U11d（leIlnSiel鳩t血涙rge‡1dsh正   

Die Frucht von deiner Bltite   

Traurig，tratlrigsuchtdusie   

Z115l一弘SO玉’ru？htalsIミl揖e・  

両諦の比較に顧るならば，その何れかゞ模倣  

であることは一目瞭戯たるものがある．発表の  

時期に従？て，若しC・ieIミ触eの作詩が，評  

語「野中の薔薇」をヘルダーが知った時より前  
島う1  

のものだとしたら？Die B追teを載せたヘル  
（59  

ダー集を一八八五年に発行した．レードリアヒ  

は E・iej∋l鋸e を評誇「野中の蓄薇」よりも古  

いと言いきっているが．その理由とするところ  

ほ，j一人の詩人ともあろうものが，千野薔薇」  

から die Bliite に退歩するなどとは，殆んど  

考えられないことであると言うのである．それ  

にしても，ヘルダー自作の dieお】翫e と形式  

内容共にこれ程までに相似た辞詩「野中の蓄薇J  

が，仮令過然にでも民謡として存在し得ること  

であろうか．然も評者「野中の蓄薇」ほ上述の  

如く民謡としては存在しないとすれば，die  
川い  

Bliiteほ，恐らく創作歌謡なる評詩「野中の蓄  

薇」の模倣であると考えても，決して誤った判  

断ではないであらう，かくて，辞詩「野中の薔  

薇」が die Bliite の作詩以前にヘルダーに知  

られていたのであって，発表の時期の前後の如  

きは，此際問返の根拠とはならない．然るに．  

カロリーネ・ブラックスランドが，die Bl臨te  

を載せた das silberlleI丸ch の編纂に当って  

いた一セセー年六月，恰もゲーテはdie Bl揖e  

と符節を合せたような恩ひ出話を．ゼーゼンハ  
61ノ  

イムからゲルツマン宛の書簡に書き，而もその  

書簡に更に創作歌謡である欝詩「野中の薔薇」  

をを暗示するかのような言菜を書添えている．  

即ち－  

「私は子供の折，戯れに一本の桜梯の木を植え  

ました．禾は生立ち．私ほそれの荏嘆くのを見  

て喜びました．ところが五月の霜が，その荏と  

共に喜びを滅茶滅茶にして了いました．私ほ一  

弦に於いて我々ほ「野中の薔薇」の跡を民謡  

に求める羊とを掛、て・ヘルグー及びゲーテの  

文献と生活に直接手がゝりを求めることが，一  

つの残された道であろう．而して其道にこそ，  

困難でほあるが，有力な遺療と思われるものが  

見出される．それは鬼づヘルダーの許婚着で， 5了）  
グルムシュタブトに住んでいた．カロリーネ嬢  

が，一セセー年六月編纂に当ったdassilberne  

Bucbに謹詩「野中の薔政」と形式内容共争こ相  

似た詰Di七 二臥山武 の裁ていることである・こ  

の詩をば，彼女は一セセニ年六月末或手紙で，  

ヘルダーのものてあると述べている，とのこと  

である．その詩を蕗詩「野中の薔薇」との比故  

に資しよう．  

上）ie Blilbe  

Essaheiu khabeillkn6s愕en Stelm   

Anf seinenlliebsもe工IBaulne，   

Daskn6s帽eIIWarSOfrischundsch6u，   

UIld blieb stelmes an7uSelm   

UIld staI】diIISiisseIITra11me．   

kn65Pgen，kn6spgenf・rischundsch6rl・   

kI】6S膵eIlauf dem B乱ume・  

Derknabe st）raCh：Ichbreche dich・   

Duk埴Sp野山S鮎Ser Diifte   

Daskn6SpgeIlbat：VerSel10Ile‡nicll‘   

Denn sollSt bald verwelkeich   

UIldgabdir nimmer Friichte・   

k鋸Ibe，k肌be，1ass es stehI】，   

Das X．Ⅰ】6s摺ell細弓Ser工）がね．  

Jedoch derlVilde kIlabe brach  

Die Bliite voIldem：Baume．   

D乱S B追tel妃n Starb so seIⅢellぬrIlaeh；   

Aber alle Frucht gebr8－Ch   

Ihm auf seiIlel℃ B飢me．   

Traurig tra11rl酢S11e玩’erI】aCh   

Ulld fand11ichts allf dem BauTne．  

RricもtI】icIlt，O KIlabe，‡licbt z11friib  
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「野薗殻」を産む苦しみ（英一）（富田）  

の確知し難いところであるが。ゲルツマン宛？  

其書簡の内容の性質から見れば，ゲーテは・桜  

桃の木の番に就いての感傷と同じような感傷を  

ば，離の薔彼の美しい諸に就いても，有ってい  

たように一応窺われるのである・吸に老年の骨  

白に見るように，未熟の愛情の結実の期待なき  

予感の感傷も事実あったとすれば，此感傷は彼  

の作詩に大きなモチーフとなった筈である・而  

て恰も此感傷を反語的に裏付けるような彼の小  

詩がある．当時既に民謡の蒐集に努めて居たゲ  

ーテが－多くの学者の推論のように－スー  

ラスブルグ大学図書の！＿iederbueもrauls von  

der Aelst で，かの Sie bliihet wie eiII  

R6SleiIl＝，“DerdieR6sleinwirdbreche11ab，  

R6SleiIlaufder Hei（len，DasⅥ7irdⅥ・Ohl如1  

einjuIlgerlくIlab”の句を既に読み知っていた  

であろうゲーテ而して既に病癒えてエルサス 63）  

の野に立つ多感のゲーテの前に，可憐の乙女が  

一輪の薔薇の如くさやけく嘆いた時，「彼の若 Iill  
き日の夢が，悉く充たされ」ん，との憧れが，  

薔薇の傍ない命に対する感傷を蹴ってその感傷  

の反語としての，いくつかの小諸となって生れ  

たとしても，それはあり得べきことである・彼  

も次のように言っている．  

「こうした環境の下にあって，ほからずも，久  

しく覚えたことのなかった詩作の感興が再び湧  

いて来た．私はフリーデリケのために，有名な曲  

に合う歌謡を，いくつかつくった・それらほ・  

可愛い一巻の小冊子を成すに足り1るかも知れな  

いが，残っているものは，趣く僅かである・そ  

れらは，私の他の書物から容易に発見せられる  
65）  

ことと思う．」   

その一つの小詩が，実にフリーデリケに一セ  

セ一年の春に，音速られたものである・傾三  

部は後にゲーテによって印除された）  

Mit einem gel℃alten‡ミaI止  

kleine Blume，kleine Bはtter   

StreucrL mir mitleichter Hand   

Gute jllrlge Friihlingsg6tter   

TaI】delnd auf eiIlll】StiきざBaIユ（】．  

年待たなければなりませんでした．すると，そ  

れほ美しく花咲き，そして実りました．然し，  

私が一つも味見しないきちに，鳥が大部分を食  

って了いました．その翌年は毛虫に，次いで食  

いしんぼうの隣人に，さては徽症にやられて了  

ひました．然し，私が一つの庭園の主人となつ  

たら，私ほまた桜桃の木を植えましよう．こん  

な色々な不幸があっても，沢山の果物がなって  

人々がそれに飽きる程に．」「私はもうーつ籠  

の薔薇の美しい話を知っています．それは，亡  

くなった祖父の身に起った話で，桜桃の話より  

もいくらか教訓的です．時間も大分遅いので，  

其話を始めたくはありませんが，それほ，峯想  

的な混ぜものですから，そのつもりでいて下さ  

い．」   

更にゲーテは此「桜桃の木の話」をゲルツマ  

ンに書いた頃，恋人フリーデリケを去らぎるを  

得ない予感の心境を顧みて，次の督白を，自叙  

伝に書いている．  

「然し最もいけなかったことは，未熟にして抱  

く青年の愛情には，何等恒久的な結実が期待さ  

れない．そうした青年の常態に就いての正しい  
6芝）  

考察が残されることてあった．」■   

桜桃の木の話と，蔽の薔薇の美しい話とをゲ  

ーテがブルッマン宛に書いた書簡の日付も die  

BliiLe を載せた das silberlユe BtlCI】をカロリ  

ーネ嬢が編纂していた暗も，共に六月であった  

とすれば，其年の四月まではスーラスアルクに  

居たヘルダーほ die Bliite の題材として，讃  

詩「野中の蓄薇」を故にそれ以前に口述を通し  

て知ったのではないか．   

放て然らば，霹詩「野中の薔薇」をば，ヘル  

グーが口述で知ったのほ，証からであったろう  

か．ゲーテの桜桃の大の話とヘルダーの die  

丑1鋸eの内容とか，殆んど同一考察の感傷のも  

のであり，更に，dieI引離e が，前述のよう  

に評者「野中の薔薇」の模倣である場合，評語  

「野中の薔薇」を暗示するかのような離の薔薇の  

美しい話が独り猶お吟味の必要あるを思わせる   

ものとして，残される．戯しながら範の薔薇の  

美しい話の内容の如何なるものたるかは，我々  
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Zephir nimm‘sraufdeiIle Fliigel，   

SchliI噂SllmlneiIJerI＿iebstcIIKleid！   

UhddaIlIltritt sievordeIISpiegd   

mit乱Ifriedner Munterkeit，  

Siehtmit Rosensichllrr】gebel）   

Sie，Wic eiIleRoseJung   

－eiI把IllこIISS！gぐ1iebtes一元bell，   

tTlldich biIlbelohljt geIl咽．  

SchicksalFegnediese Triebe，   

T．uss micムihr uIldl孔鞘Sie meill，   

Lass das LebeI）ur】SererI．iebe   

Doch keiI】Roset）1ebetlSeiI】．  

則庖dcもeI】，daslⅣiriehempfiIl（iet  

Reichmil・deiIleliebe H■a‖d，   

Und das Band daslulSVerbiIldet，   

Seikein sぐhwaches Rosenband．  

薔薇の生命の優なさに対する感傷を，ゲーテ  

は当時既に有っていただけに，その反語として  

の「措かれたるリボンに添えて」の祈りとなった  

のであろう．而してゲーテが叉当時，薔薇の命  

の惨なさに対して有っていた感傷とほ，実にヘ  

ルダーに前に民謡として口述されたところの，  

而してやがて一九年後の，彼の詩集の中に「野  

薔薇」となるところの霹詩「野中の薔薇」ではな  

かったろうか．果してそうであるならば，評詩  

「野中の薔薇」の模倣としての dieI∋江はe の  

成立も亦，時間的に肯かれるところである．然  

し，如何なる理由でゲーテが，それを民謡とし  

て口述したか，叉如何なる事情で，その感傷の  

反語の望み「措かれたるリボンに添えて」とな  

ってほ，やがて再び「野蓄薇」のMu、t’es ebeIl 
闘ぃ  

Ieideu の感傷の限りない嘆息となったか．そ  

れは，ストラスブルダ時代，並びに「野薔薇」  

を公にした一七八九年までの生活体験に於ける  

彼のエロスの丁一eideIlに問われなければならな  

いであろう．（未完）  

文献及び註釈   

1】；ekerIコann；Ⅰ．P．Gesp増eheInit G（沖tllぐ；Vorrぐde   

des Verr恥卓er汚E屯ml，nnd2，Tl，  

2】∃cker血ann：Gespraebamit（如ethe；Dienst8g den  

27．Januar1824  

3 de11S eX maChina：「轢械で大隊る紳」の義で，戯曲  

の筋の運びに行きづまったとき，紳を呼び爽  

れって仕組を韓換する技巧を意味する．  

s紳，町  Einriillru－唱in diemdi盗in，Ⅱ Der  
kr乏＝ke，S．104－105  

る Ⅹ削ぐ11en Rcl16nkopr   

GoetIle：A恥meinem hben；1．Tl．S．玉l】Ch  

7 Goet】1e：A118meinern Leben；2，Tl．6，～8，BllCh   

且ohenstぐin，y，A，；Gl－ethe；Die町ramide，1，   

Eros＝Sei烏mOS  

8 Goethe：玉rier an Be壬げiseh AmAnrang（）kいbr  

1767  

den13．tl．16．  

dt▲n 17．  

den 2．Ⅳ0Vember  

Rrier an BehriねC】l；3．ざoYPmber1767  

10．  

Freitag  

Sontl乱ben（l  

d（1n20．  

Sonnabend  

M卸m17る8  

den26．Apri117る8  

9 Coe仏p：Diel。糾Ine des Verliebt（刑  

An嵐】化膵inpmI」やkn；2，Tl，7，月ue】1  

10 GoetllP：Die MitscIll】1di許n  

Au∬meinemIJeも用；2，Ti，7，Bueh  

llGoethぐ；Alユa meinemI」eben；2，Tl，6，7，8伽ぐh  

12 Goethe；yatlSt；Prulogim壬1in】mel，Zeilp328J29  

13 Sellakespeare，W・：Hamkt；a・l・，弧 2・，刑事Ity，  

tlly n乱me誌t woInan！から00e仙eは引  

用した．  

14 GoetIlぐ；玉rierユn Behriseh；Abend81Jhr den  

10．Oktoder1767  

15  

1る  

17  

18  
19  

Goethe：A11S meinemlede叫 2．Ti．8．放1eTl   
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「野薔薇」を産む管しみ（其一）（吉田）  

40 Si酢ri叫H，：E；nr紬rungitldie九蜃edidnⅡD¢r  

Eranke S．103  

41Eckermann：GespT釦】le mitGoetとeDie恥Ii噂d¢n  

ヨ00ethppben2・Tl・9・Buel1  
45 Goethぐ：Hrief an X酎eben SeIi6nkけpr den23．  

Januar 1770 

46（如eth（1：AⅥS mやhernI．eben2．Tl．9二Bll（も  

47 Goetllll：Brief anIierInann，Chr．G．den6．  

Febml孔r1770  

48 Eぐkernlann；Gespr如helniも Goethe；Miもtwo（ね  

den17．Febr．1830  

49 Werner，ロeinrig  

50 Sehut－ert，Franz，Peter  

51Herdpr，JoIlannGottfried  

52 Dur噂er，】1：Zeiも1UIlrif8 rか・den del－tSdlen  

Untprril心t；Ⅰ臥338  

53 Straβbllrger tJniversitatsb離もぐrei  

20 G00仏eこ Wilhelm MeibterSI．ellrjallre る．伽ch，  

Bekennt，ni蛸e einer EiCh6nen Set・le．  

21uoetl蜂；AⅥ出血einemI月払n 2．Tl．，8．Buel1  

22 Horatiub Elaceus，Quin血s；S払tire；”Horaeme－  

mentoe読札mor占▼Pniも“「死は目前にあり」  

より出でたる言葉である．「死の戒め」の意  

23 Goeもb；A11日meinenlAen；2．Tl．9．Buchの句．  

wie das Erhabene von D釦nIner11ng  

tlnd Nacht，WO SiL！h die Gestalten  

vort・lnlgen，garleitもt erzeugt wird，SO  

Wird e治da許gPn VOn Tage versdleueIlt，  

d（〉r alles sondert undもremt．H  

Sigerist，ヱ．：Eh化bungin die Medizin，ⅡDer  

kr乳nke S．90  

24 Goetilぐこ Fau汚も1．Tl．Zelle382－383  

AlⅢ111ein（1mI．eben2．Tl．8．B11（血  

25 王lohen占tein，E，A：Di¢Pyralnide；Ero∬＝Seismos  

Goethe：Allztn）einenllt！ben2．Tl．ア．－8．Buch  26   
2ア   

28（ioetlle：AllS meineIn hben2．Tl．8．玉ueh  

29 GoetI貯：Brief an】く鋸ehen S（・も6nk（）pf denl．  

Novem（ler1768  

30 Goethe：AⅥS mt迂nemI．ekn 2．Tl．8BllCl1  

31Go（さtIle：AuぷmeinemI」ぐ玩n 2．Tl．臥‡iucI1  
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Ulll乱nd，Jo壬1a11n・LlldⅥrig；Sehrirもぐn 乞－】r  

Ges（・hictlte dpr Diclltll工場 Ⅵnd Sage 旺，54る  

54   

55  

56 Wし－1r，Et唱Pn：Der jl－nge Goethe；蜘l餌terll唱和ナ  

LXXX111 Faklli（、d（∋‡1en  

57 Fl鋸，11ト1and，Earuline  

58 木村謹治 若きゲーテ研究第四章ニ シエトラスブ  

ルグ時代に於ける文拳約束現に就いて  

22t頁  

59 Redlich，鼠arl：且ederi∬ ⅩⅩY，433r．d孔Zl1680r  

601一帥pn und Naぐk：Einr曲ruugin die de11厄d旭  

Ⅰ．iter孔t11l・S．247  

61GoetIll：Brier an Salzmann am Ende，Juni1771  

62 Goetlll：Aus mぐhぐm】」eben3∴Tl．11．Bll（丸  

63 Friぐdぐrike王iri（）n  

64 Goetll（▲；Brier 払n Salzmann amJuIiiEnde  

1771  

る5 Goetile；Au出血∂in＝nlA加n3・Tl・11・臥cl1  

66 Eckermann；Gespr急ぐhemitGoetlle；h玉柏wodl  

den12．M象rz1828  

Goethe：AllH meinemI．ebpn2．il．8．Bu（〕ll  33   

34  

35 G弔etlleこ Brier8nI．an酢r den24．Ⅳ（，Vet－1ber1768  

36  den17．Janllar1769  

37 Gqetllt▲：F811btl，Tl．Zeilp1237  

Goethe：Brief des P孔汚t（〕rH  

木村荘官台「ゲーテに於ける信仰の基礎を構成する  

もの」若きゲーテ研究第四章二，宗教  

思想の進展と世界構成  

38 G（北thぐ；F孔l－叫1，つ’l．Ⅳ匝rthenH Garten  

39 木村護治 ゲーテ；「ゲーテに於ける信仰の基礎を構  

成するもの」若きゲーテ研究第四章二，  

宗教思想む遊展と世界構成  
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